ウィレム・デ・クーニング展
ブリヂストン美術館（東京・京橋）　2014.10.08〜2015.01.12
　「ウィレム・デ・ク―ニング」（1904〜1977）は、オランダ・ロッテルダム生まれで、22歳時に渡米し初期は商業美術で生計を立てていたが、やがて半具象的な絵画（個体をそのまま写している様）の制作を始め、1950年代には“激しい筆触と強烈な色彩を特色とする女性像の連作”を発表し一躍脚光を浴びた。
その後、1960年代になるとさらに「多彩な女性像」を制作して、同時代やその後の世代に多大な影響を与えた画家である。
　本展は、画伯の有数のコレクションを誇るアメリカ・コロラド州の「ジョン・アンド・キミコ・パワーズ・コレクション」の“1960年代の女性像を中心とした作品群”「27点」（本邦未公開）を中心にしての展示作品で構成されている。
画家と親交があったパワーズ夫妻の収集した作品は、これまでほとんど国内外で一般に未公開のいわば“知られざるコレクション”とされている。
　「デ・クーニング」の女性像は、当初は新古典主義の人物像を思わせる女性像を描いていたが、1940年代後半になるとそれらとは全く異なる作品の制作に取り組み、1952年には試行錯誤の結果「数点の女性像」を完成させている。
　そして1960年前半になると激しい抽象的な表現から一転し、筆触を十分活かした躍動感が溢れる明るい作品を制作している。
　本展覧会では、日本国内の美術館が所蔵する作品を加えた、「油彩・水彩・素描などおよそ35点」が公開され、まとめて作品を鑑賞する格好の催事である。
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　　　　　《リ－グ》　1964年　　　　　　　　　《ふたりの女》　1965年
　油彩・板に貼られた新聞紙　　　　　　　油彩・板に貼られた新聞紙
